
学校番号 １００２ 

令和３年度   国語科 

教科 国語 科目 
現代文 B 

（現代文 B－１） 

単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 精選 現代文 B （東京書籍） 

副教材等 

常用漢字ダブルクリア四訂版（尚文出版） 

常用漢字ダブルクリア四訂版 別冊徹底トレーニングノート A 

常用漢字ダブルクリア四訂版 別冊徹底トレーニングノート B 

新総合 図説国語（東京書籍） 

総演習現代文アチーブ１ 四訂版 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では評論、随筆、小説、詩などさまざまなジャンルの文章に触れ、的確に読み取った上で

自分自身の考えをしっかりと表現できるようにする。 

・発表やグループワークなどを通し、他者に正確に自分の考えを伝えられるようにする。 

・問題集の記述問題を自分の力で解けるようにする。 

 

２ 学習の到達目標 

・授業では評論、随筆、小説、詩などさまざまなジャンルの文章に触れ、的確に読み取った上で

自分自身の考えをしっかりと表現できるようになる。 

・発表やグループワークなどを通し、他者に正確に自分の考えを伝えられるようになる。 

・問題集の記述問題を自分の力で解けるようになる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話し

的確に聞き取っ

たり、話し合っ

たりして、自分

の考えをま と

め、深めている。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く読んだり し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴や決まり、漢字

などについて理

解し、知識を身に

つけている。作品

の文学史的位置

づけ、作者に関わ

る知識を理解し、

身につけている。 

評
価
方
法 

・行動の観察 

・記述の点検 

・発問に対する

応答の態度 

・行動の観察 

・指名音読 

・発問に対する

応答の内容 

・記述の確認及

び分析 

・定期考査 

・ワークシート 

・指名音読 

・記述の確認及

び分析 

・発問に対する

応答の内容 

・定期考査 

・ワークシート 

･行動の観察 

・記述の確認 

・発問に対する

応答の内容 

・定期考査 

・小テスト 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

前
期 

１
１
月 

 １
月 

評
論 

・評論文を読み、筆者の主

張、構成を読み取る。また

、評論文の内容から自己、

自分の生きる世界をとらえ

なおし自分の考えを深め、

考えたことを表現する。 

 

教材： 

「相手依存の自己規定」 

「世界をつくり替えるために」 

  

○ ○ ○ ○ ○ a：本文中の重要語や慣用

句の意味を辞書などを用

いて調べている。 

b:自分自身にひきつけて

考え、意見を発表し、共有

する。 

c:筆者の意見を要約す

る。 

d:文章の構成を把握し、

筆者の主張を読み取る。 

e:正しく音読する。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・ワークシー

ト提出 

・定期考査 

小
説 

・文学的な文章を読んで、登

場人物の生き方や考え方をな

どについて読み取り、それを

他者と共有する。 

 

教材： 

「山月記」 

 

○ ○ ○ ○ ○ a: 本文中の重要語や慣

用句の意味を辞書などを

用いて調べている。 

登場人物の心理をまと

め、自身にも同様の経験

がないか考えている。 

b: 相手の意見を的確に

聞き取り、適切な言葉で

自分の考えを述べる。 

c:考えを深め、自分の意

見を的確に書く。 

d:登場人物の性格や心理

を性格に読み取る。 

e:正しく音読する。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・ワークシー

ト提出 

・定期考査 



後
期 

 

評
論 

・日常の事物、あるいは専門

的な事象から普遍的な問題、

課題への飛躍の過程を的確

に読み解き、「この評論は何を

テーマにして、どのようなことを

述べているのか」を誠実に読

み取って、それに対する自分

の意見を表現、共有する 

 

教材： 

「ミロのヴィーナス」 

「「である」ことと「する」こと」 

○ ○ ○ ○ ○ a: 本文中の重要語や慣

用句の意味を辞書などを

用いて調べている。 

b：自分自身にひきつけて

考え、意見を発表し、共有

する。 

c: 筆者の意見を要約す

る。 

d:筆者の考えを把握しな

がら文章を読み取ってい

る。 

e：文の照応関係や文章構

成などについての理解を

深めている。 

全文を正しく音読する。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・ワークシー

ト提出 

・定期考査 

 

後
期 

小
説
２ 

叙述に即して人物の心情を読

み取り、近代の小説世界を想

像力豊かに読み味わう。 

 

教材 

「こころ」 

○ ○  ○ ○ a: 本文中の重要語や慣

用句の意味を辞書などを

用いて調べている。作者

について調べ、作品につ

いてイメージを広げてい

る。 

b:自分の考えを表現しよ

うとしている。 

d:情景や会話の描写か

ら、人物の様子について

考察しながら読んでい

る。 

e:作者の思想や作品につ

いて、理解を深めている。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・ワークシー

ト提出 

・定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力       d:読む能力     e:知識･理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 

 


